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Autotune/Check tune 手順

①

⑥④

③

②

※実施前に、Manual tuneにてキャリブラントのピークを確認することを推奨します。

⑤

①～⑥の手順で実施します。
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Manual tune 手順

⑧
⑦

⑥

⑤

④

③②

①

①～⑧の手順で実施します。 （LC/MSD iQにはManual tuneはありません）
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OpenLab CDS 2.X

Autotuneが終わるとレポートが出力されます。

ピーク形状が良好かどうか
確認します

EMVが2500を超えると
EMホーンの交換時期です

～InfinityLab LC/MSD シリーズ（G6120C,G6125C,G6130C,G6135C）～
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OpenLab CDS 2.X

Autotuneが終わるとレポートが出力されます。

～InfinityLab LC/MSD iQ（G6160A）～
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[注意事項]

・チューニング前にキャリブラントがボトル内に充分入っていることを確認してください。

・オートチューンが途中で止まったり、ピーク形状が悪い、ピークが見えないなどの症
状がある場合は、FAQ「オートチューンが通らない場合の対処法」をご確認ください。
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